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市
内
か
ら
、
優
良
運
転
者
と
し
て
、
丸
山

日
出
夫
さ
ん
（
泉
）
と
、
交
通
安
全
功
労
団

体
と
し
て
、
山
方
の
ヤ
ッ
ホ
ー
ふ
れ
あ
い
の

会
（
木
村
勉
会
長
ほ
か
会
員　

人
）
が
、
関

１８

東
管
区
警
察
局
長
及
び
関
東
交
通
安
全
協
会

連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

丸
山
さ
ん
は
、
大
宮
自
動
車
教
習
所
の
指

導
員
と
し
て
、
退
職
さ
れ
る
ま
で　

年
間
に

３４

わ
た
り
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
の

運
転
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ッ
ホ
ー
ふ
れ
あ
い
の
会
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
立
哨
活
動
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
毎
月

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
交
通
事
故

防
止
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
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月
１
日
か
ら
の
年
末
の
交
通
事
故
防
止

１２
県
民
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
市
内
で
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
宮
地
域（　

月
１
日
）及
び
山
方
地
域

１２

（　

月
４
日
）で
は
国
道
１
１
８
号
沿
い
に
お

１２い
て
、
ま
た
、
緒
川
地
域（　

月
１
日
）及
び

１２

美
和
地
域（　

月
５
日
）で
は
、
国
道
２
９
３

１２

号
沿
い
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
交
通
安
全
母
の
会

や
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
が
参
加
し
、

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
行
き

交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転
の
追
放
や
安

全
運
転
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年　

月
に
大
宮
地
域
で
発
生
し

１２

た
吉
田
有
希
ち
ゃ
ん
死
体
遺
棄
事
件
の
早
期

解
決
に
向
け
て
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
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美
和
地
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、　

月　

日
か
ら
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、

１２

１１

高
齢
者
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
事
業
の
一
環
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ノ
ベ
ル

テ
ィ
等
を
配
布
し
て

の
交
通
安
全
啓
蒙
活

動
や
、
大
宮
警
察
署

交
通
課
警
察
官
に
よ

る
、
市
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
等
の
実

話
を
交
え
た
講
話
も

あ
り
、
参
加
し
た
方

は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

▲山方地域交通安全キャンペーン

▲緒川地域街頭安全キャンペーン

　１１月２７日、県市町村会館において大好き
いばらき県民運動表彰式が開かれ、第３４回
花と緑の環境美化コンクール及び第１７回大
好きいばらき作文コンクールで市内から各
団体や個人が表彰されました。
【花と緑の環境美化コンクール】
○ 県知事賞　
 松之草高齢者クラブ松寿会（緒川地域）
○ 県教育長賞 寿会（美和地域）
   上野小学校（大宮地域）
○茨城新聞社賞　亀楽会（美和地域）

【大好きいばらき作文コンクール】
　小中学生を対象に、日頃の生活の中での
「あたたかな人と人との心の通い合い」を
テーマに作文を募集。
○ 県 知 事 賞 高村　一就さん（山方小）
○県議会議長賞　大賀　朱莉さん（大宮小）
○大好きいばらき県民会議理事長賞

石井　智大さん（村田小）
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▲やっほーふれあいの会の皆さん
　 （昨年の活動の様子）

丸山日出夫さん

▲

▲松寿会の花だん

▲県知事賞を受賞した
　高村さん
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い
。
将
来
ま
た
こ
こ
に
来
た
時
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
子
ど

も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

美
和
中
学
校
で
中
高
一
貫
教
育
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月
４
日
、
美
和
中
学
生
と
小
瀬
高
校
生

１２
が
、
中
高
一
貫
教
育
に
よ
る
交
流
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
中
学
生
が
福
祉
施

設
を
訪
問
し
た
際
に
感
じ
て
い
た
疑
問
を
、

小
瀬
高
の
福
祉
系
の
生
徒
に
質
問
し
、
解
決

し
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
班

に
分
か
れ
て
高
校
生
か
ら
寝
た
き
り
の
人
や

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
リ
ネ
ン
交
換
や

ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
へ
の
移
乗
の
介
助
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
シ
ー
ツ
の
た
た
み
方
、
敷
き

方
に
も
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
な

ど
、
先
生
と
は
違
う
高
校
生
か
ら
の
指
導

に
、
親
し

み
を
持
ち

な
が
ら
福

祉
に
対
す

る
気
持
ち

が
高
め
ら

れ
た
よ
う

で
す
。

　
　

月　
１１

２８

日
、
常
陸

大
宮
市
補

助
金
等
検

討
委
員
会

（
野
上
義

明
委
員
長

ほ
か
５

人
）
か
ら

市
補
助
金

等
の
見
直
し
に
関
す
る
方
針
が
市
長
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度
に
同
委
員
会
か
ら

１７

提
言
を
受
け
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
施

１８

行
さ
れ
た
市
補
助
金
等
見
直
し
要
領
に
基
づ

き
、
市
が
団
体
等
へ
交
付
し
て
い
る
単
独
の

補
助
金
に
つ
い
て
同
委
員
会
が
担
当
部
署
か

ら
聴
取
に
よ
る
個
別
審
査
を
行
い
、
現
状
と

問
題
点
等
を
調
査
し
今
後
の
補
助
金
等
の
全

般
に
わ
た
る
共
通
的
、総
括
的
な
見
直
し
に
関

す
る
方
針
を
ま
と
め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
市
補
助
金
等

審
議
会
に
お
い
て
、
全
て
の
単
独
補
助
金
等

の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は

平
成　

年
度
予
算
へ
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

１９

り
ま
す
。
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月
４
日
か
ら　

日
の
人
権
週
間
に
あ
わ

１２

１０

せ
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、　

月
７
日
、
村
田
小
学

１２

校
の
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
市
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
（
野
澤
知
行
会
長
）
の
主
催
に

よ
り
人
権
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
門
延
幸
人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
な

り
、
い
じ
め
を

テ
ー
マ
に
し
た
ア
ニ

メ
ビ
デ
オ
「
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
を
視
聴

し
、
そ
の
感
想
を

も
と
に
み
ん
な
で

話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。
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月
２
日
、
大
宮
運
動
公
園
野
球
場
に
お

１２
い
て
第
７
回
ち
び
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
天
国
「
少

年
野
球
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
商
工
会
青
年
部
及
び
市
商
工

会
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
指
導
し
た
の
は
巨

人
の
豊
田
投
手
、
ヤ
ク
ル
ト
の
宮
出
外
野

手
、
ロ
ッ
テ
の
今
江
内
野
手
な
ど
。
現
役
の

一
流
選
手
に
指
導
を
受
け
る
ま
た
と
な
い
機

会
と
あ
っ
て
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
か
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
の
握
り
方
や
投
げ
方
な
ど
基
本
動

作
の
指
導
の
後
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
の
実
技

指
導
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
あ
こ

が
れ
の
選
手
を
見
つ
め
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

豊
田
選
手
は
「
素
直
で
良
い
子
ば
か
り
。

今
日
教
え
た
こ
と
を
忘
れ
ず
継
続
し
て
欲
し
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　来年１１月に開かれる、ねんりんピック
茨城２００７のPR活動をする｢助さん格さん
サポーター ｣８８人が決定しました。県内
各市町村２人ずつサポーターとなり、当
市では金井津子さん（田子内町）と木村
雅子さん（中富町）に委嘱されました。
　ねんりんピックは全国から選手団を招
き、来年１１月１０日から４日間、県内２０市
町でスポーツ大会やイベントなどを開
催。市内では、なぎなた交流大会が開催
されます。｢助さん格さんサポーター ｣
には、今後、キャンペーンや地域のイベ
ントなどを通して大会のＰＲをしていた
だきます。

▲サポーターとなった金井さん（右）と
木村さん（左）

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

▲子どもたちに投げ方の指導をする豊田
選手（左）と宮出選手（右）

▲ベッドからの移乗の指導の様子




